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1．事業概要 

 

＜事業名＞ 

ひきこもり当事者の社会参加と地域福祉の推進のための対話交流会の全国展開 

ひきこもりについての社会的理解が促進され、地域社会に安心して受け入れられる場が

継続されていくことによって、地域で共に暮らす人同士が、お互いを認め合い、支え合

い、補い合う誰もが希望が持てる地域共生社会の実現を目指していく。 

 

2．つな・かんの効果 

 

3 年間に全国 35 カ所で開催された「ひきこもり つながる・かんがえる 対話交流会」、略

して「つな・かん」。本事業の目標は下記①〜④です。参加した方々の声から４つの目標に

対する効果を検討しました。 

① ひきこもり当事者の社会参加の機会の開拓と促進 

 社会参加の機会を「人とのつながりを回復する（あるいは取り戻す）きっかけ」と

し、対話交流会への参加も１つの機会と捉えました。 

3 年間の対話交流会の、のべ参加者 1,852 名のうち、492 名（26.2%）の本人・経験

者が参加しました。 

② 各地域で場作りを担うファシリテーター養成 

 ファシリテーション実践講座を 5回開催しました。対話に触れるのが初めての方も

多く、まずは対話を経験してもらい、各地での開催に安心感を持って挑んでもらうた

めの時間としました。 

受講者数は 3年間で 110 名となり、受講者は各地の対話交流会で大活躍しました。

また継続して対話交流会を開く受講者たちもあらわれてきました。 

受講者の内訳は、本人・経験者 47 名、家族 47 名、支援者 16 名です。 

③ 継続開催のための対話交流会ネットワーク作り 

 アンケートにて、対話交流会に関心がある人たちが次回以降の会を実施するための

連絡や告知に活用してもらうネットワークへの参加希望者を募りました。希望者は 3

年間で 648 名になりました（参加者全体の約 1/3）。対話交流会への期待や関心の高

さが伺えます。 

④ 地域資源の開発・発掘（地域の支援者と本人・経験者、家族の交流） 

 参加者の声やアンケートより、地域にある資源（家族会や支援機関など）を初めて

知った人がいたことが分かり、資源とつながる機会になりました。それまで出会えて

いなかった人たちや支援機関が「つな・かん」に集うことで結びついた地域もありま

した。なによりも、立場を超えた参加者同士が交流し、お互いの想いや考えを聞き合

えたことで、ひきこもりへの理解や、考え方、見方が変わりました。 
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＜本人・経験者＞ 

 いろいろな人と話す機会が増え、話がうまくなったように思う。また、多少行動が積極

的になったように思う（本人談）。 

 参加した本人が、家で自ら話しかけてくるようになった（家族談）。 

 つな・かんで会った本人がその後、家族会に参加するようになった。 

 対話交流会にファシリテーターとして参加した本人・経験者たちが、近隣の家族会や催

しの手伝いを自発的に行った。また広域地域における本人達の交流が生まれた。 

 KHJ が主催するピアサポーター養成研修会に初めて参加した。 

 家族会の会報を一部または全て作成する、会のイベントを手伝うなど、積極的に会の運

営に携わるようになった。 

 参加した本人が地域の支援者と繋がった。つな・かん後、家族会を通じて高齢者をサポ

ートするボランティア活動に携わることになった。 

 家族同伴で、医療機関を受診するようになった。 

 参加した本人が、他の地域のつな・かんにスタッフとして参加し、若者同士の繋がりが

出来て元気になり、就労に繋がった。 

 自助会を運営する経験者が、2回の対話交流会を手伝い、その時にひきこもりから回復

するきっかけとなった「お笑い」を披露した結果、地元でイベントを企画した際に、対

話交流会で出会った人たちが会いに来てくれた。また本人も自信がつき、仲間と支援事

業を立ち上げる計画である。 

 

＜家族＞ 

 親子の会話が増えた。 

 さまざまな立場の人の考えを聞き、気付かされることが多く、考えの幅や、視野が広が

った。 

 焦らなくてもいいんだ、親子ともに楽しく頑張っていこうと思えた。 

 当事者たちの積極的な活動を知ることができて、希望が持てた。 

 会の親御さんたちが本人たちの話をよく聞いてくれるようになり、信頼できる親御さん

と本人が街の喫茶店でお話をするようになった。 

 家族会において、家族の当事者理解が進み、以前より相互にコミュニケーションが取り

やすくなっている。 

 家族会の運営に積極的に関わるようになった。会の運営に関わらなかった会員が出てく

るようになった。参加した会員が役員になった。 

 会のイベント等に関して、子の適性を見ながら考えて行動するようになった。 

 少しでも前進しようという気持ちになり、子の障害者年金の受給を申請した。 

 

全国各地より「つな・かん」に参加した人たちから、つな・かんの効能と言ってもいい 

嬉しいエピソードが寄せられました。（個人や団体が特定されないよう地域は明示していません） 
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＜家族会＞ 

 グループディスカッションで、以前より積極的な意見が出てきていると感じる。 

 毎月の定例会の後に、会員で話し合う時間を取るようになった。 

 対話交流会に参加した方が、新たに家族会に入会した（複数事例あり）。 

 対話交流会の開催を通じて家族会として自信がつき、会独自でつな・かんイベントを立

ち上げメディアから社会へ訴求していくことを考えている。 

 

＜支援者＞ 

 各開催都道府県の社会福祉協議会に広報に協力していただいたおかげで、市区町村の社

協から参加があり、地域資源として参加者や地元の家族会と結びついた例が多く見られ

た。 

 参加した元教師の方が継続して対話交流会を開催。2018 年に家族会の発起人となり、

新しい家族会が発足した。 

 支援・相談業務に於ける苦悩や苦心、苦悶(ジレンマ)などを涙ながらに吐露された方達

がいた。ひきこもり支援の難しさや、支援職者の目に見えない日頃の苦労を改めて実感

させられた。 

 

＜地域連携＞ 

 日頃交わることのなかった地域の団体と交流ができてよかった。 

 行政と家族会の意思疎通がし易くなったと感じている。 

 近隣の複数地域の社会福祉協議会と家族会の交流が深まり、こちらから相談事業の提案

をするところまで進展した。 

 家族会に参加する支援者が増えた。ムードメーカーとして活躍する支援者もいる。 

 会員が民生委員の交流会に参加した。地域の支援団体と交流が進んだ。 

 

「つな・かん」への参加だけが、これらの結果を生んだわけではないですが、後押しやき

っかけになった、と私たちは考えます。そのような機会が 1つでも多く全国にあることを願

います。 

 

 

 

 
 
 
 
 

ひきこもりを脱するきっかけになった

「お笑い」をつな・かんで披露！ 
つな・かんｉｎ三重の様子 

左奥に見学席があります 

つな・かんのいろいろな形 
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3．つな・かん開催概要 

 

2018 年度は全国 14 地域で開催されました。参加者（のべ人数）は、823 名です。 

（参加者内訳：本人・経験者 223 名、家族 369 名、支援者・一般 240 名） 

【東北ブロック】 秋田 7/14（45 名）、岩手 3/10（58 名） 

【北陸ブロック】 富山 8/19（94 名）、長岡 8/26（64 名） 

【関東ブロック】 群馬 8/26（62 名） 

【東海ブロック】 三重 6/16（75 名）、名古屋 6/17（26 名）、 

浜松 7/15（54 名）、岐阜 8/4（41 名） 

【近畿ブロック】 南大阪 2/9（49 名）、奈良 3/10（44 名） 

【九州・沖縄ブロック】 沖縄 1/27（26 名）、宮崎 2/24（37 名）、 

大分 3/3（57 名） 

 

＜2016・2017 年度の開催地域＞ 

札幌、青森、仙台、山形、福島、福井石川、茨城、栃木、千葉、東京、神奈川、 

山梨、長野、静岡、岡山、広島、山口、香川、松山、徳島、高知 

 

 

 

 

 

その他、自主的な取り組みとして、対話交流会を実施・継続している地域があります。 

 

＜自主財源による開催＞ 

長岡 2017/5/7（73 名）、浜松 2017/8/2（46 名）、 

名古屋 2018/4/29（48 名）（赤い羽根福祉事業つな・かんのプレイベントとして開催）、 

山形 2018/11/4（24 名） 

 

＜継続開催＞ 

青森 2017/11〜2018/4/で６回開催（各回約 10〜15 名） 

茨城 2017/2〜2018/12 で 6 回開催（各回約 60〜70 名） 

神奈川 2018/2/11（約 70名）、山梨 2017/6/11（約 25 名） 

 

＜対話交流会から派生した企画＞ 

徳島 女子会 2018/4〜2019/3 で５回開催（各回約 3〜10名） 

 

 

3 年間の参加者（のべ人数）：1,852 名 

内訳：本人・経験者 492 名（26.2%）、家族 868 名（46.9%）、 

支援者・一般 492 名（26.2%） 
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＜青森＞ 

継続した結果、起こっていること 

 家族やひきこもる本人の垣根を越えて、お互いに親近感がわくようになった。 

 親はひきこもる本人の気持ちはどこまでも分かれない、本人も家族の気持ちが分か

り合えない。けれど、その想いに対して、先入観を持たずにいられるようになっ

た。 

 親が、自身の親と同じような子育てをしていると自分語りをする中で気づき、つ

な・かんを通じて親自身の時間を過ごせるようになり、本人も少し家の手伝いをし

てくれるようになった。 

 ひきこもる本人と親が対立しなくなった。 

継続に向けた工夫 

 ミーティングや振り返りを行うようになり、次のつな・かんにつなげるための改善

点や良かった点を互いに共有し合えるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜神奈川＞ 

継続開催までに行なったこと 

 様々な地域活動を学んできた方々に御協力を頂き、継続開催のサポートをして頂いた

(打合わせ会場の確保、次第・会議録作成、会場の手配等)。 

 ひとり一人が能動的に対話の場作りをしっかり行ないたいという気持ちから、家族会運

営メンバーたちが継続実施に向けて、自主的に再度ファシリテーション講座に参加し

た。 

 継続開催に至るまでは時間を要したが、月一回の定期打合わせを半年以上しっかりと行

ない準備をしてきた。都合で参加出来ない運営メンバーにも、即日、メール等で議事録

等を共有した。 

継続開催時に工夫したこと 

 参加者が容易に記入出来る様に、アイスブレイク専用の用紙を作成した。 

 より安心・安全な場にするために、細かい注意事項や約束事に関して、会場アナウンス

やホワイトボード記載だけに留まらず、会場入出口や各テーブルに掲示・据置をした。 

青森、神奈川、徳島より、継続開催に関するエピソードが寄せられました。 

つな・かんｉｎ青森（あお・つな）

では、達筆な親御さんにより模造紙

に対話のお願いなどが書かれた。「ご

当地もの」の、りんごも忘れずに。 
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 運営者側の安心・安全を考慮し、テーブルファシリテーターを二人体制にした。 

継続開催を行なっての変化や動き 

 １回目の開催から引き続き参加された方は少なかったにも関わらず、参加人数は前開催

時より増えていた。当事者も当事者家族も新規の方が多かった。 

 『つな・かん in 神奈川 2nd.』の報告書(冊子)作成に取り掛かる。2019 年４月完成予

定。 

 『つな・かん in 神奈川』に於いて出された意見やアンケートをもとに、横浜市へ要望

書を提出する。 

 

＜徳島＞ 

女子会開催の経緯 

つな・かんの少し前に、１人の当事者女性から女子会を立ち上げてほしいと要望があっ

た。つな・かん当日、「居場所について」のテーブルにて、若い当事者女性から女子会に

参加したいという希望があった。 

私達家族会は、女子会の必要性を感じ、とりあえずは開催してみることにした。つな・

かんの対話で強く背中を押してもらい、その後の継続開催へと至っている。 

毎回、家族やひきこもり本人・経験者が参加し、手芸やスイーツを楽しみながら茶話会

をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

つな・かんエピソード「共同作業が育む時間」 

つな・かん史上唯一無二、非言語的対話テーブル『立体パズルを作ろう！』は、ある意

味衝撃的でとても印象に残りました。 

 老若男女、肩書抜き、話下手の人も、人見知りの方も、語らずもがな、皆、自然に協力

し合って、難しそうな立体パズル(お城)を作り上げていく様子はとても新鮮で微笑ましい

光景でした。 

  立体パズルは、見事、時間内に完成され、全体共有の際には多くの方々からの歓声を浴

びていました。 

 テーブル参加者一同の誇らしげにして清々しい表情が今でも思い出される、とても素敵

な「つな・かん」でした（つな・かん in 富山にて）。 

 

見事完成したお城！ 運営スタッフで記念撮影 
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4．2018 つな・かんアンケート 

 

2018 年度の対話交流会に参加した 832 名のうち、581 名の方から回答がありました。 

 

＜満足度＞ 満足・やや満足 92％ 

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

 

＜年代＞ 50 代 23%、60 代 22%、40 代 19％、30 代 14％、20 代 9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜回答者の立場＞ 家族 42%、本人・経験者 24%、支援者 20% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1%

9%

14%

19%

23%
22%

10%

1%1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10代20代30代40代50代60代70代80代無回答

満足

54%

やや満足

38%

やや不

満足

5%

不満足

0%
無回答

3%

24%

42%

2%

1%

6%

20%

5%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ひきこもり当事者（経験者）

ひきこもり当事者の親

親以外のご家族

親戚・友人

一般

支援者

その他

無回答
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 アンケートから感想や気づき、アイデアを抜粋しました。 

＜感想・気づき＞ 

【本人・経験者】 

 サポートしようとしている人をたくさん知れ

た。（20 代） 

 当事者の一人として自己開示をする機会を頂

きました。改めて自分を見つめ直すきっかけ

になったと思います。（30 代） 

 ひきこもり経験者である前提を肯定してもら

えた上で、経験を語れた。（30代） 

 

【親】 

 いろいろなテーマがあり、参加が自由で話し

やすかった。当事者の方の生の話が聞けて、

日常の参考になった。（60 代） 

 いろいろな方の意見を聞くことができ、気づ

きが多くありましたし、自分の苦しさも人に

話すことで、スッキリして明るく考えられる

ようになりました。（50代） 

 

【支援者】 

 自分が考えた事もなかった事に気づかされま

した。（50代） 

 「ひきこもり」について知れました。はじめ

て。（30 代） 

 いろんな立場の方の声を聞く事ができたのが

とても良かった。自分としても、支援者とい

う立場に関係なく意見を換わすことを楽しめ

た。（20 代） 

 

【一般】 

 ひきこもりの世界が少し理解できた。（60

代） 

 正直偏見があったが、改めて考える機会にな

った。（40代） 

 

 

 

＜アイデア＞ 

【本人・経験者】 

 自分が出来るようになったことを振り返るこ

と。ないものねだりはせずに成長を感じられ

ると思う。（20代） 

 ひきこもりの親、とくに男親が相談したり、

力を発揮できる場や会があれば、その特有の

悩みも併せて何か前進があるのでは、と思い

ました。（20 代） 

 親の会や社協とつながる方が有利だと思っ

た。いろいろ活動が広がりそう。（40 代） 

 

【親】 

 多様な人生を寛容に受け入れる社会を作るに

は、どうしたらいいかをテーマに話したい。

今日来れなかった方もいるのでまたこの次に

交流会が開催されるとよいと思います。（50

代） 

 頼れる人を見つけるぞー、と思いました。

（60代） 

 親は元気に楽しく生きる。（子供に気をかけ

ながら）（50 代） 

 当事者の感じていることを発信できる場をつ

くりたい。（70代） 

 

【支援者】 

 話をじっくり聞くことを、もっと心をこめて

やろう、と思いました。（30 代） 

 （地域で。できれば）当事者・家族の茶話会

のような気持ちを語れる機会をつくる。理解

者を増やし、住みやすい地域をつくる（40

代） 

 

【一般】 

 当事者や親が集える・話せる場所を作りた

い。様々な方々（支援者や協力者）とつなが

り協働で支え合える場を作りたい。（40代）
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5．つな・かん開催宣言＆開催ガイド 

 

「日本全国で毎日どこかで対話の場が開かれている！」。 

これは私たちが本事業を始める前に描いた大きなゴールイメージです。共感してくださる

みなさまにより、全国に実り多き対話交流会が広がるよう、「つな・かん開催宣言」、「開

催にあたってのお願い」と「つな・かん開催ガイド」を掲載いたします。 

 

「ひきこもり つながる・かんがえる対話交流会」は、KHJ 全国ひきこもり家族会連合

会（以下、KHJ）本部スタッフと、ひきこもりフューチャーセッション「庵 -IORI-」（以

下、IORI）運営・参加メンバーの有志が企画し、2016 年 12 月から全国 35ヵ所で、KHJ の

支部のメンバーや地域のみなさんと実践を重ねてきたものです。 

 

「つな・かん」は、長期化するひきこもりの問題はもちろんのこと、多くの人が感じて

いる生きづらさに対して、これまでのやり方ではうまく行っていない状況に変化を生む効

果的な場であると実感しています。 

 

「つな・かん」は「開催ガイド」を参考にして誰でも開催することができますが、開催

にあたっては、「つな・かん」の実践を通して大切にすることとしてまとめるに至った、

「つな・かん開催宣言」及び、「開催にあたってのお願い」に同意していただくことが必

要になりますので、ご確認ください。 

 

【つな・かん開催宣言】 

 

私たちは「つな・かん」を開催するにあたり、 

 

ピラミッド型の組織で特定の人が仕切るよりも、 

主催者・スタッフ・参加者がフラットにみんなで一緒に作る場を、 

 

特定の団体や組織のメンバーで閉じている集まりよりも、 

地域とつながり、多様な人が集うオープンな場を、 

 

自分が認められることよりも、 

他者や社会の役に立つことを、 

 

大切にする。 
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【開催にあたってのお願い】 

 

１． 「つな・かん開催宣言」に共感、賛同したメンバーで「つな・かん」を開催

すること。 

２． 主催者または運営メンバーに、これまでに「つな・かん」を開催した経験を

持つ人がいること。 

「つな・かん開催宣言」で大切にしていることを経験したメンバーが実践か

ら教えてくれます。 

３． 参加者として、ひきこもり本人・経験者、その家族、支援者、その他ひきこ

もりや生きづらさに関心がある人たちへ広く呼びかけること。 

地域とつながり、多様な人が集うオープンな場を目指します。 

４． 「つな・かん」開催後１ヶ月以内に、 

① 開催地域 

② 参加者数（可能であれば、年代、ひきこもりとの関係（本人・経験者、家

族、支援者など）の内訳） 

③ 対話のテーマ 

を KHJ 本部までメールや FAX などで伝えること。 

 

自分の地域で「つな・かん」を開催したいと思っている人たちの背中を後押して、全国

に「つな・かん」を広げていきましょう。 

 

 

【つな・かん開催ガイド】 

 

１．「ひきこもりつながる・かんがえる対話交流会」とは 

～“地域で共に支え合う関係”を育む土壌をつくっていこう～ 

ひきこもる本人とその家族は、地域で孤立しがちです。その理由は、世間体や偏見など

により、ひきこもる本人や家族が声を上げにくく、その結果、地域資源と繋がりにくくな

っている状況があること、また、地域により支援制度や体制が異なり、資源が少ない地域

では、繋がりたいと思っても出来かねる事情があります。孤立が続いていくことは、長期

化の一因になります。 

私たちは、地域において、ひきこもりに対する偏見をなくし理解を深めてもらうこと

で、本人や家族が地域資源と繋がりやすくなること、また、“人と人のつながり”それ自

体が社会資源となり、本人や家族が見守られ、時には本人・家族の活動を支えるネットワ

ークが、本人や家族の孤立状態を防ぐ手立てになると考えます。 

そこで、本人・経験者、家族、支援者や、ひきこもりに関心がある方達が集まり、肩書
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を脇に置いて、フラットに話し合い、つながれる対話交流会を全国で開催してきました。 

対話を通じて、それぞれの立場の思い、考えや価値観に触れ、ひきこもりへの理解が深ま

ることや、地域で新たなつながりが生み出されることを期待しています。また、本人や家

族が孤立しない、生きやすい社会を目指すために、偏見や排除のない多様な生き方や、こ

れからの社会のあり方について考え、対話していただきたいと思います。 

 

２．「つな・かん」の目的   

～安心して集まり、語り合い、つながれる場を継続して開いていく～ 

 

２−１）ひきこもり本人・経験者の社会参加の機会につながる場を創っていくこと 

ひきこもり本人は、人との関係が希薄にならざるを得ません。しかし、フラットに対話

する場を通じ、もう一度「人との関係を作り直してみよう」と思える体験の積み重ねが、

本人たちの社会参加を後押しします。 

そのために「つな・かん」では、本人が「私を受けとめてもらった」「私はここにいて

良いんだ」、と思える“安心・安全な場”をつくることを大切にしています。もちろん、

「つな・かん」への参加も、社会参加のひとつの形です。 

これまでに、対話交流会に参加した本人・経験者たちが、別のイベントや対話の場に参

加し、つながりを広げ、経験を深めている姿を目の当たりにしてきました。人と人の間で

安心し、自分の存在を認められたと感じることが、本人たちの次の歩みにつながります。 

 

２−２）本人・家族・支援者が話し合う場を通じて、ひきこもりに理解のある地域づ

くりを促進すること 

“ひきこもり”について、本人、家族、支援者、地域の方々も、個々様々な考えや想い

を持っているとおもいますが、立場の異なる人たちが、それらについて話し合う機会はあ

るでしょうか？千人千色とも表現される“ひきこもり”にまつわる話を、本人・家族・支

援者が一堂に会し、本音の想いを分かち合い、共有することで、ひきこもりに理解を示す

人たちを地域に増やしていきます。 

支援に携わる方々からは、「本人・経験者、ご家族の本音の話が聞けた」「新しい発見や

気づきがあった。今後の支援に活かしたい」という声を多く頂き、三者がフラットに対話

する場の重要性を物語っています。 

 

２−３）家族の視野が広がるきっかけになること 

対話交流会を通じて、家族が、他の家族や支援者の想い・考え・価値観を聞くことは、

家族の視野を広げ、本人への接し方や向き合い方を見直すきっかけになります。その結

果、本人と家族の関係の変化へとつながっていく可能性が高まります。 

同じ苦しみを持つ他の家族のお話しを聞いて、「うちも同じだ」と安心する親御さんも
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います。安心感を得られると、いろいろな意見や考えを聞いてみようと思えます。 

ひきこもっている時の気持ちや、ひきこもりから出たきっかけ、出てきてからの悩みな

ど、親御さんが、ひきこもり本人・経験者から教わることがたくさんあります。 

 

2−４）まだ出てこられない本人や家族のために“いつか行ける場”を開き続けること 

本人や家族が対話交流会に興味を持ったとしても、参加しようと思うまでに時間を要す

ることがあります。「行ってみよう！」と思えたその時のために、地域で継続的に「つ

な・かん」が開催されていることが理想です（定期的に開かれていると、より一層参加し

やすくなります）。 

 

３．「つな・かん」の場づくりで大切にしていること   

～安心・安全と感じる場を目指して～ 

 

「つな・かん」は、対話を通じた参加者同士の交流の場です。最初に私たちが考える対

話について説明します。 

対話とは、参加者それぞれの考え・価値観・想いを場に出していき、それらが紡がれ、

これまでになかったものが生み出される、または、見過ごされてきたものがもう一度見直

される時間です。 

私たちは、生きてきた環境や考え方がそれぞれ違うという、多様さがあります。ですか

ら、対話では、みんなで１つの結論や答えを導き出したり、見つけたりする必要はありま

せん（みんなで話しているうちに、自ずと「それだ！」と１つの結論に達することはあり

ますが）。それぞれが個々に、気づきや新しい発見があり、さらには自分の考えに変化が

あれば、充実した対話の時間になったと言えます。 

また対話とは、みんなでつくる時間でもあります。しかしながら、全員が全員、話をし

なくても、人の話を聞いて考えるだけでもＯＫです。考えるだけでも、気づきや変化が訪

れます。聞いてくれる人がいることで、話をする人は話が出来るのです。対話には、話を

聞く人の存在がとても大切です。 

 

続いて、「つな・かん」の場づくりで大切にしていることを３つご紹介いたします。 

 

３−１）参加者の安心・安全は、運営スタッフの安心・安全から 

「つな・かん」を開催するにあたり、事前に打合せをし、準備する時間をしっかり確保

します。 
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＜事前打ち合わせの一例＞ 

１．チェックイン※ 

（名前、所属、今の気持ちを一言、または、つな・かんへ期待すること、など） 

２．情報共有（参加者数、会場の情報、広報先、取材の有無、注意事項など） 

３．ゴールイメージの共有（下記①参照） 

４．対話のテーマ決め（つな・かんでは、テーマ別に対話を行います） 

５．懸念や不安の共有、それらの解決に向けた話し合い 

６．チェックアウト※（話し合いを終えた今の気持ち） 

※チェックインとは、打合せに参加する人全員が、必ず最初に一言発することと、そ

れぞれの気持ちや思いを共有することで、話し合いに参加しやくする対話の仕組み

です。チェックアウトは、話し合いの時間を終え、次に向かうために、気持ちを切

り替えたり、整えたりする意味合いがあります。 

 

事前打ち合わせには、運営スタッフが当日の運営に安心・安全に参画するために大切な、

３つの意味があります。 

 

＜事前打ち合わせの３つの意味＞ 

①運営スタッフ同士の意図を合わせる： 

「私は何を目指すのか」から「私達は何を目指すのか」へ 

事前打ち合わせでは、「つな・かん」当日のゴールイメージを話し合います。ゴールイ

メージは、「会の終了時に参加者が、どんな気持ちや状態になっていたら嬉しいか」「参加

者や運営スタッフにとって、どんな時間になったら嬉しいか」などで、運営スタッフの想

いが現われます。それらを共有すると、お互いにフォローしやすくなり、運営がスムーズ

になります。 

 

②運営スタッフの前提をすり合わせる： 

「それ聞いてないよ！」から「そういう事情なら、こうしたらいいね」へ 

会場の情報、イベントの広報先、イベントを開催する理由、会運営への考え方、対話へ

の考え方など、お互いが知らない情報が多いほど、当日の運営で齟齬が起きやすくなりま

す。齟齬を少なくするために、お互いが持っている情報を出し合い、言葉の定義の違いな

どを丁寧に確認していきます。運営に関する事情やお互いの考えがわかってくると、フォ

ローしやすくなります。 

 

③運営スタッフの関係づくり：「言いにくいあの人」から「頼りになるあの人」へ 

テーマについて話し合う中で、それぞれが持つ、ひきこもりに対する想い、親への想

い、子への想い、家族会への想いなど、様々な想いが共有されていき、また①・②につい
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て話されていく中で、お互いの背景や価値観が共有され、運営スタッフ間の関係性が育ま

れていきます。 

運営スタッフ間同士で不安や懸念を共有することで、お互いに助け合おうという気持ち

が芽生えてきます。不安など弱みを見せることは、一見怖いことに感じるかもしれません

が、人は誰かの役に立ちたいもの。伝えてもらえると、フォローし合えます。 

これまでの場づくりの経験から、運営スタッフ間で①～③が出来ている時ほど、参加者

にとっていい場になることが多くありました。安心・安全感を得た運営スタッフの振る舞

いが参加者にも影響し、場に安心して居やすくなると考えています。 

 

３−２）参加者の安心・安全を担保する 

まず「つな・かん」のイメージを持っていただくために、当日のプログラムからご紹介

します。尚、プログラムは、ゴールイメージに近づけるための手段にすぎません。ゴール

イメージ次第では、プログラムを変えて実施することもあります。 

 

＜つな・かんプログラム一例＞ 

１．はじめに：ご挨拶、流れの説明、注意事項など 

２．チェックイン：会場のみんなが簡単に知り合えるための時間 

３．テーマ説明：各テーマの説明 

４．テーマ別対話その１＆その２：テーマに分かれて対話。途中で、対話するテーマの

変更は可能 

５．全体共有：各テーマで話されたことを全体に発表 

６．ふりかえり：個人で感想を付箋に書き出し、全員で共有できるよう模造紙に貼る 

７．終わりに：終わりのご挨拶、事務連絡 

 

参加者は、対話に触れたことがない人も大勢います。そのような方達に、どうしたら対

話交流会と銘打った場で、安心・安全を感じてもらえるのか。私たちの経験から、４つの

工夫をご紹介します。 

 

＜場を安心安全にする４つの工夫＞ 

①対話の時のお願い 

参加者みんなが同じ約束を共有していることは、場の安心感につながります。「つな・

かん」では３つの約束を、「対話の時のお願い」として、対話の前に説明しています。 

１．個人的な話はこの場限りで...安心・安全の時間であるために 

２．ご自身のお話は簡潔に...いろいろな方が話せるように（みんなでつくる時間） 

３．相手の話は“うなずき”多めで...反応してもらえると話しやすくなります 
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②見学席・休憩室の用意 

自分の居心地の良さを大切にできる環境は、その人の安全を担保します。対話の時間は

話さなくてもいいですよ、というご案内とともに、話したくないけれど他の人の話を聞き

たい人のために見学席（会場内）を用意します。また、疲れてしまった人のために休憩室

（会場の外）を用意することもあります。両方とも、出入り自由です（つな・かん自体が

出入り自由な場です）。 

 

③お茶・お菓子の用意 

新しい人との交流は緊張感や疲れを伴うものです。そんな時に、ちょっとしたお菓子や

飲み物があると、緊張感がほぐれ、リラックスして話し合いに臨めます。時には、手作り

のお菓子が並び、参加者同士の会話の糸口になることも。 

 

④撮影のルール 

昨今、携帯電話で写真を撮り、手軽に SNS などに掲載出来るようになりました。しか

し、参加者の中には、勇気を出してご参加される方もいらっしゃり、SNS などに自分の写

真が掲載されるのを避けたい方もいますので、参加者へは撮影しないようお願いをしてい

ます。 

一方で新聞などの取材が入る場合があります。その際は、正面や横顔の撮影は禁止し、

後ろ姿のみの撮影をお願いしています。ただし後ろ姿も撮影されたくない方もいらっしゃ

るので、目印（撮影 NGの人が首に掛ける紐など）を用意します。 

 

このような工夫＝“やり方”も大切なのですが、この“やり方”を支えるのは、スタッ

フの“あり方”です。スタッフの“おもてなし”や“心配り”が、安心・安全の場に寄与

します。笑顔でお出迎えし挨拶をする、不安そうな参加者や佇んでいる参加者がいたら声

をかける、想定外のことが起こっても柔軟に対応する等、参加者の居心地の良さを大切に

するあり方で接してみてください。 

 

３−３）次回のためにふりかえる 

「つな・かん」だけでなく、場を開くと、「もっと〇〇したら良かった」という思いに

駆られることがよくあります。一方で、運営スタッフや参加者の声を聞いていくと、良か

った面も見えてきます。ふりかえりのやり方として、KPT という手法があります。 

Keep:良かったこと／Problem:改善したいこと／Try:次回チャレンジしたいこと 

これらをそれぞれしっかりふりかえることで、つな・かん運営スタッフは、次のつな・

かんへの準備をしてきました。それが、運営スタッフの安心・安全を高めていきます。 

ぜひ、ふりかえりをして、より良い場づくりの素材を集め、安心・安全な「つな・かん」

の場を目指してください。 
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6．メディア掲載（一部） 

 

 

 

  

上毛新聞 2018 年 8 月 27 日 19 面 

読売新聞 2019 年 3 月 24 日 31 面 
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  宮崎日日新聞 2019 年 3月 8 日 3 面 
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岩手日報 2019 年 3 月 8日 28 面 

※ 岩手日報平成 31 年 3月 8 日付 

※ この記事・写真は岩手日報社の許諾を得て転載しています 
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７．2018 年度 WEB アンケート結果 

 

＜アンケートの目的＞ 

WEB アンケートは、「ひきこもり当事者の社会参加と地域福祉の推進」を目的として実施

しました。ひきこもる本人、経験者、家族の方を対象として、当会ホームページ上から無記

名で答えていただくことにより、いま地域社会においてどのような課題やニーズが存在す

るのかを把握し、それらを社会へ発信することを意図しています。さらには、それによって

当事者と家族が安心して暮らしていけるような環境づくりを可能にしていきたいと思って

おります。 

 

■実施期間：2018 年 5 月 15 日～2019 年 3 月 31 日 

■実施方法：当会ホームページ及び「ひきこもり つながる・かんがえる対話交流会」ホー

ムページにアンケートフォームを設置 

■アンケート回答数：148 

※自由記述は一部抜粋です。全回答は当会ホームページ内の電子版報告書に掲載いたします。 

 

１． 回答者の立場 ／ ２．性別 

本人と経験者は、合わせて全体の 56％、家族は 44％であった。回答者の性別は、男性

58％、女性 42％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

３．年代 

30 代の 83％、40 代の 74％が、本人と経験者で占められている。 
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４．お住いの都道府県 

37 都道府県の方々から回答があった。※昨年度は 32 都道府県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．KHJ 家族会とのかかわりについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

６-１．ひきこもりを対象とした地元の相談窓口や支援機関、当事者会の利用状況について 

「利用なし」の内訳は、本人 46％、経験者 13％、家族 41％ 
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６-２．「６-１」で「１回だけあり」、「継続して（複数回）あり」と回答した方が利用した

機関と場所（複数回答） 

  利用機関の割合は、公的機関 53％・民間機関 47％とそれぞれがほぼ半数であった。 

 

[利用機関]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[機関を利用した場所] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公的機関＞

公的病院・診療所 23% 21

ひきこもり地域支援センター 25% 23

精神保健福祉センター、保健所・保健センター 39% 36

地域若者サポートステーション 36% 33

生活困窮者自立相談支援窓口 9% 8

行政の担当窓口（障害関係） 10% 9

行政の高齢者介護関係（地域包括支援センターを含む） 2% 2

その他 8% 7

＜民間機関＞

家族会 24% 22

民間（ＮＰＯなど）が行っている支援機関、フリースペース（居場所） 32% 29

社会福祉協議会 12% 11

カウンセリングを行う民間機関 17% 16

就労移行支援 11% 10

就労継続支援 3% 3

フリースクール 4% 4

民間病院・クリニック 22% 20

その他 7% 6
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43%

10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%
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６-３．「６-２」で利用した場所が他県と答えた方の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．（「６-１」で地元の相談機関、支援機関、当事者会を）継続して利用してみたいと思っ

た理由 

以下のような内容の回答が多く見られた。 

■消極的な理由 

・他に相談するところがないから。 

・年齢的に他の選択肢がとれなかったため。 地方なので他の選択自体存在しないため。 

・何かしら社会との接点は必要としていましたが、他に通えるような場所がなかった。

継続すれば何かしらキッカケを得られるかもしれないという期待もあった。 

■自身の差し迫った状況から 

・とにかく、ひきこもりから抜け出したかった！！ 

・家族だけではどうしていいかわからない。支援がほしいから。 

■積極的な理由 

・引きこもり本人の他、親の講座やカウンセリングを受けられるため 

・プロの客観的なアドバイスが欲しかったから。 

・回復、成長、解放...希望へ。つながりたかったり、スキルを身に付けたかった。 

■良い体験があったから 

・安心で安全な場であるから。 

・一番親身になっていただいたと感じたところです。 

・ひきもこり当事者に対してある程度の自主性・自由度があり、上から目線の支援者や

支援を押し付けるような人がいなかったから。 

 

８-１．ひきこもり関係の情報収集について。情報を調べた経験があるか 
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居住地域では抵抗がある
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８-２．情報を得る方法（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８-３．得られた情報の満足度 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

８-４．情報を調べる目的について。または、どんな情報を得たいか 

   以下のような内容の回答が多く見られた。 

■同じような悩みを抱えた方とつながりたい。 

■解決事例、ひきこもりからの脱出方法 

■居場所や相談機関を知りたい。 

■社会復帰する方法、収入を得る方法 

■親亡き後のためにできること 

 

９-１．外出をしたり、人と合わなくてもやり取りが可能な仕組み（ネットでのつながりや

交流、在宅ワーク等）についての関心度 
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９-２．（「関心がある」と答えた方へ）どんな仕組みがあったら良いか 

回答は、主に３つほどの内容に分けられた。 

■当事者同士、あるいは当事者ではない人たち、趣味や興味が共通の人達との交流の場 

■在宅でも仕事ができる、スキルが身に着けられる仕組み 

■インターネット（SNS やメール、ウェブカメラなど）を使って、相談できたり、専門

家からアドバイスが受けられる仕組み 

 

１０．（「６-１」で「利用経験なし」と答えた方へ）どのような工夫があったら、また、ど

のような場だったら参加してみたいか 

・家の近くで安い。 

・長期間引きこもっている中高年でも安心して出かけられる居場所。 

・顔や声をださなくてもよい、テーマ選択ができる、安心安全が保障されている。 

・自分が抱えている悩みを、全てさらけ出して話しても、きちんと聞いてくれるところ。

そして、得られた情報は絶対に秘密厳守してくれるところ。 

・兄弟姉妹の会。情報交換や、気持ちの共有をして楽になりたい。 

 

１１．地域での活動や生活の中で、困っていることや、問題と感じていること 

  以下、複数見受けられた内容 

■支援に関する情報、必要な情報を得られる所が少ない。 

■相談場所がない、相談できる人がいない。どこに相談していいのか分からない。 

  ■居場所や当事者会がない。訪問支援をして欲しい。 

  ■公的機関窓口の担当者のひきこもりに対する知識・理解度に不安がある。 

■近所の目が気になる。地域の人に知られたくない。（親の育て方も含め）ひきこも

りに対する無理解、偏見、誹謗、説教が辛い。 

 

１２．困っていること、問題と感じることを解決するために望むこと 

  ・医師などの相談者がいて、当事者の居場所、家族会があり、社会参加につながる焦

らす事がない就労支援の場所につながり、それが、ひとつの窓口でできる仕組み。 

・無関係の地域の支援者と当事者が放談しあえる意識の溝を埋めるためのシステム。 

・ネットでの交流会(性別や年齢、困っている事別に分かれているとありがたいです)。 

・一時的でも違う場所に住める(安く住める)と気が楽になる、気が休める。ひきこも

りとかに少し理解してくれる美容室、歯医者があると助かる。 

・気軽にいける交流の場。自助グループ。 

・働く場所が欲しい。就職支援等でもっと真剣に力を貸してほしい 

・長期間引きこもっていてコミュニケーションが苦手な中高年のひきこもりでも、安

心して老後や経済的な生活相談が出来る場所・仕組み等 
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8．「つな・かん」事業終了にあたり 

当会の共同代表とつな・かん事業担当理事より、事業終了のご挨拶を掲載いたします。 

 

平成２８年度より３０年度まで、３年に渡ったつな・かん事業は、KHJ の事業としてはひ

とまずお休みさせていただきます。 

つな・かんを実行した各支部の皆様、多くのファシリテーターの皆様、そしてそれを陰で

支えて下さっていた KＨＪ事務局の皆様に、お礼と、感謝の思いを伝えたいと思います。ア

ンケートには各支部様々なお考えをのせて下さり、其々の支部が真剣に取り組まれていた

ことが良く伺えます。 

この取り組みは、すぐに答えが出ると言うより、つな・かん効果がじわじわ皆様の足元か

ら浸透し、これからの皆様に役立っていくことと思います。 

多くの方々のご協力、ご尽力をいただき、ますます皆様の対話交流が盛んになられますこ

とを祈ります。ありがとうございました。 

 

KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 

つな・かん担当理事 

山本洋見 
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 桜花爛漫の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は当会の活動に格別

のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 ところで、当会が主催する「つなかん」事業が終了するに当たり一言ご挨拶申し上げます。 

 平成 30年度「つなかん」事業も全国 14か所で開催され、沢山の方々に参加して頂き、大

変好評のうちに終了を迎える事が出来、主催者としても大変感謝しております。 

 この事業の目的は、ひきこもっていた人やそうでない人と言う関係ではなく、様々な立場

や思いの方々が自分のテーマで同じテーブルに付き対等な関係で自分の思いを言葉にして

話し合う場を作りたいと言うところから始まり、その結果、互いの思いや考えを深く理解で

き、そして繋がって行く対話交流会です。 

 最近の社会は「多様な生き方」や「孤立社会」等、様々な価値観が認められる社会ではな

いでしょうか。 

 それは、一人ひとり大事な存在として認め合う事はその通りですが、十分話し合いを重

ね、丁寧に理解を深めないと、分断や排除の危険性が高まる社会でもあると思います。 

 ですから、「対話」がとても大事な社会になって来る事は勿論、互いの立場に立って話を

進める事がとても重要な事になります。 

 新しい年号が始まる年に、これからの社会にとても必要な社会的ツールになりえる事と

思います。 

 当会が行ってきた「つなかん」はとりあえず終了といたしますが、これからはそれぞれの

支部や団体で必要に応じて行って頂きたいと思っておりますので、開催のご相談は当会ま

でご連絡ください。 

 それでは、最後になりますが関係されてきた方々に深く感謝を申し上げ、これからの活動

にエールを送り、終わりの言葉とさせていただきます。 

 

KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 

                              共同代表 伊藤正俊 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 中央共同募金 赤い羽根福祉基金 第 3回 

ひきこもり当事者の社会参加と地域福祉の推進のための対話交流会の全国展開 

 

ひきこもり つながる・かんがえる 対話交流会 

報告書 

平成 31 年 3 月発行 

 

＜問い合わせ先＞ 

特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 本部事務局 

〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 3-16-12-301 

電話 03-5944-5250 ／FAX 03-5944-5290 

info@khj-h.com 

HP  http://www.khj-h.com 


